
 

 

大規模盛土造成地の変動予測調査 

（第一次スクリーニング） 
 

 

「造成宅地防災区域の指定」または「宅地造成工事規制区域内における勧告」の対象となる「地震時に滑動・崩落

の危険性がある盛土造成地」を抽出するために行います。机上調査を中心とした第一次スクリーニングとボーリン

グ等の現地調査と安定解析を行う第二次スクリーニングがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象地域に分布する盛土のうち、過去の被害事例から設定された抽出要件を満たす盛土を抽出します。 

【抽出要件（ガイドラインより）】 

①「谷埋め型大規模盛土造成地」盛土の面積が 3,000 平方メートル以上 

②「腹付け型大規模盛土造成地」原地盤面の勾配が 20 度以上で、かつ、盛土の高さが 5メートル以上 

      

腹付け盛土と谷埋め盛土のイメージ（ガイドラインより） 

1978 年（昭和 53 年）宮城県沖地震 

マグニチュード 7.4 

2004 年（平成 16 年）新潟県中越地震 

マグニチュード 6.8 

過去の地震における造成宅地盛土の被害例 大規模盛土造成地の変動予測調査の流れ 
（ガイドラインより） 

谷埋め盛土 腹付け盛土 



 

 

 

調査対象範囲の設定 

盛土造成地の位置と規模の把握 

 

断面図 

盛土領域 

切盛分布図 

ガイドライン要件を満たす 
盛土の抽出 

（次ページへ） 

造成前のデジタル地形データ作成 

旧版地形図，都市計画図等 

旧版航空写真 

造成前（旧地形） 

造成後のデジタル地形データ作成 

DM，都市計画白図等 

造成後（現地形） 

差分計算 

盛土領域 

切土領域 



 

 

 

 

 

 

 

 

宅地ハザードマップ 

盛土造成地の位置と規模の把握 

補足データ 
●建物戸数 
●保全対象の把握 
（道路，鉄道，河川） 

・ 
・ 
・ 

ガイドライン要件を満たす盛土の抽出 

概略危険度評価 

現地確認による現状の把握 
●盛土状況の確認 

●変状の有無 
・ 
・ 
・ 

 

盛土調査票 

第二次スクリーニング計画の作成 

（ガイドラインより） 

（ガイドラインより） 

●盛土面積 
●原地盤の勾配 

●盛土高さ 
・ 
・ 
・ 

ガイドライン 

抽出要件 

盛土データ 

（ガイドラインより） 



 

 

「第 0 次スクリーニング」は公開資料を用いた簡易な手法で概略的に調査対象範囲を把握します。第一次スク

リーニングの基礎資料として用いることが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

候補地レイヤ 
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建物用地 低地 
埋立地等 

宅地等 

公共公益 
施設用地 

宅地 

造成地 

数値地図 5000（土地利用） 基盤地図情報 

(1/25000 精度) 

20 万分の１ 

土地分類基本調査 

地形区分 

重ね合わせ バッファリング 抽出 

➊ ➋ ➌ 

考え方 

 土地利用分類の山林、農

地、河川、湖沼など除外 

考え方 

 建築物外周線から 10m 外

側の範囲を建物用地と設定 

考え方 

 低地、埋立地等の除外 

建築物の 
外周線 

第 0 次スクリーニング例 

第 0 次スクリーニング手法 
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